
茎ぐんぐん伸びて、収穫適期迎える！
　

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
部
会
（
大
高
勝
信
部
会

長
）
で
は
、
秋
田
県
内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
生
産
量
を
誇
る
伏
せ
込
み
促
成
栽
培

に
よ
る
グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
収
穫

作
業
が
最
盛
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

今
期
の
グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
夏

場
の
高
温
や
干
ば
つ
の
影
響
で
生
育
の
遅

れ
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
稲
刈
り
後
か
ら

圃
場
に
雨
水
が
十
分
に
供
給
さ
れ
た
た
め
、

株
の
肥
大
化
が
進
み
、
昨
年
末
同
部
会
が

開
催
し
た
株
品
評
会
で
は
、
根
重
の
平
均

は
１
４
８
１
・
３
ｇ
と
平
年
並
み
ま
で
回

復
し
ま
し
た
。
１１
月
上
旬
か
ら
株
の
掘
り

取
り
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
端
境
期
を
狙
っ

た
出
荷
作
業
は
３
月
末
ま
で
続
き
ま
す
。

良
質
な
白
神
山
う
ど
を

次
々
掘
り
上
げ
る
工
藤
さ
ん

　

山
う
ど
部
会
（
桜
田
和
浩
部
会
長
）
の
部

会
員
ら
が
所
有
す
る
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
内
で

は
、
昨
年
１１
月
末
頃
か
ら
伏
せ
込
ま
れ
た

『
白
神
山
う
ど
』
が
床
土
か
ら
次
々
と
顔
を

出
し
始
め
、「
一
足
早
い
春
の
香
り
」
を
漂

わ
せ
な
が
ら
、
生
産
者
ら
に
よ
る
収
穫
作
業

が
１
月
中
旬
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

販
売
課
に
よ
れ
ば
各
生
産
者
の
収
穫
作
業

は
例
年
よ
り
も
１
週
間
程
遅
れ
気
味
で
の
ス

タ
ー
ト
と
の
こ
と
。
そ
の
要
因
と
し
て
、
床

土
を
加
温
す
る
た
め
に
設
置
し
た
加
温
装
置

で
は
十
分
に
加
温
し
き
れ
な
い
ほ
ど
に
、
年

末
年
始
に
か
け
て
低
温
気
候
が
続
い
た
こ
と

と
、
観
測
史
上
最
高
積
雪
を
記
録
し
た
降
雪

に
よ
り
、
生
産
者
ら
が
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に

降
り
積
も
っ
た
除
排
雪
作
業
に
追
わ
れ
、
収

穫
作
業
が
後
手
に
回
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と

分
析
し
ま
す
。

　

能
代
市
二
ツ
井
町
で
『
白
神
山
う
ど
」
の

栽
培
歴
４０
年
を
超
す
工
藤
宏
さ
ん（
７９
）は
４

棟
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に
昨
年
末
『
白
神
山

う
ど
』
の
株
を
伏
せ
込
み
ま
し
た
。

　

工
藤
さ
ん
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
内
で
は
長

さ
４０
㎝
程
に
育
っ
た
『
白
神
山
う
ど
』
が

次
々
と
収
穫
適
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

工
藤
さ
ん
は
「
い
ち
早
く
消
費
者
の
皆
さ

ん
に
、
春
の
味
覚
を
堪
能
し
て
も
ら
い
た
い

が
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
が
倒
壊
し
て
し
ま
っ

て
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。
作
業
分
担
し
な

が
ら
良
質
な『
白
神
山
う
ど
』を
出
荷
し
て

い
き
た
い
。」と
話
し
、妻
の
ア
キ
さ
ん（
７７
）

と
従
業
員
の
３
人
態
勢
で
収
穫
作
業
と
除
排

雪
作
業
の
二
刀
流
に
励
み
ま
す
。

　

『
白
神
山
う
ど
』
の
名
称
は
平
成
１９
年
に

商
標
登
録
さ
れ
、
北
海
道
や
関
東
首
都
圏
の

市
場
を
中
心
に
出
荷
さ
れ
、
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ

と
し
た
小
気
味
良
い
食
感
と
、
ほ
ろ
苦
さ
、

春
の
味
覚
と
し
て
各
市
場
か
ら
も
高
評
価
を

得
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
Ｊ
Ａ
で
は
、
出
荷
量
約
９０
ト
ン
、

６
１
１
７
万
円
の
販
売
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

大
高
部
会
長
は
「
白
神
ブ
ラ
ン
ド
の
グ

リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
瑞
々
し
く
甘
み

が
強
い
の
が
特
徴
で
市
場
か
ら
も
高
い
評

価
を
得
て
い
る
。
多
く
の
消
費
者
に
丹
精

込
め
て
育
て
上
げ
た
白
神
ブ
ラ
ン
ド
の
グ

リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
是
非
と
も
食
べ

て
も
ら
い
た
い
。」
と
胸
を
張
り
ま
す
。

　

昨
年
度
、
生
育
不
良
に
よ
り
全
体
的

に
細
物
傾
向
の
出
荷
が
多
か
っ
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
販
売
高
３
０
５
５
万
円
で

し
た
が
、
今
年
度
は
生
産
者
一
丸
と

な
っ
て
３
２
６
７
万
円
（
前
年
度
対
比

１
１
３
・
５
％
）
の
販
売
高
を
目
指
し
ま

す
。

　「課題研究」とは、各学科の３年生が身近にある課題から研究テー
マを選定し、それを解決するための方法について調査・研究した成果
を活動記録簿・プレゼンテーションとしてまとめ、発表を行う授業で
す。１９日は農業科（生物資源科と生活福祉科合同の発表会）、２１日は
全校生徒の前で各学科から選抜された優秀なグループの発表が行われ
ました。
　１９日の発表では、１３のグループが日本農業クラブ連盟が主催する
「プロジェクト発表会」の形式に則って発表を行いました。コロナウ
イルスの感染拡大のあおりを受けて、満足にリハーサルも行えません
でしたが、研究成果を後輩達に伝えよう３年生はマスク越しに大きな
声で発表をしてくれました。
　予定では、各学科から選抜されたグループによる全校課題研究発表
会を２１日に行う予定でしたが、新型コロナウイルス蔓延拡大防止の観
点から中止となりました。

課題研究の成果を発表課題研究の成果を発表 ～課題研究発表会の様子～～課題研究発表会の様子～

　生物資源科・生活福祉科の学習内容の定着度が試される各種検定試験に今年も多くの生徒が挑戦し
ました。今年は、開校初年度にふさわしい高い合格率を達成することができました。先生方の指導が
わかりやすいこともありますが、受験した生徒達が補習や復習に努められるようになってきたことが
一番の理由だと思います。
　生物資源科では、１２月に１・２年生５０名が「農業技術検定３級」の資格試験に挑戦し４２名が合格す
るという記録的な成果を残しました。
　生活福祉科ヒューマンサービスコースの３年生１５名は、１年間「介護初任者研修」を受講しました。
補習や追試験を受ける事も多く例年以上に苦戦を強いられたようですが、全員が無事終了しました。
　生活福祉科ライフデザインコースの生徒達は、年末に食物調理技術検定と被服製作技術検定（とも
に１年生３級、２年生２級）に挑戦しました。結果が届きしだい、この紙面で紹介したいと思います。
＜取得した人達の感想をどうぞ＞
◇宮腰昇之介くん（２年４組）農業技術検定３級合格
「あまり手応えはなかったですが、合格証をもらった時はマジでうれしかったです。」
◇信太ひまりさん（２年５組）農業技術検定３級合格
「受かると思っていなかったので合格証をもらってすごくうれしかったです。」
◇諏訪歩夢くん（３年５組）介護初任者研修修了
「補習や追試験のたびにお世話になった先生方に感謝したいです。」

審査員の先生からの質問にも丁寧に答えます

各種検定試験の合格率がすごいことに各種検定試験の合格率がすごいことに（ ｏ^^ ）ノ（ ｏ^^ ）ノ

「一足早い春の香り」届けたい！

１本１本丁寧に収穫する大高部会長

質疑応答も活発に行われました（　 ｏ^^ ）ノ

運営の生徒達。運営の生徒達。
発表時間も計測しま

す
発表時間も計測しま

す

発表の態度。発表の態度。
堂々としています堂々としています

聞く態度も聞く態度も
随分成長しました随分成長しました

発表の評価中。発表の評価中。
成績に関わるので真剣です成績に関わるので真剣です

双子座（5・21〜6・21）　切磋琢磨（せっさたくま）しながら前進するときです。対立したら何が最善かを考えて。上昇志向が問題解決の鍵蟹座（6・22〜 7・22）　渡りに船の話が舞い込みそう。活動的なほどラッキーに巡り合えます。セミナー参加や旅行の計画を立てて吉
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